
不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 赤口 尾    

旧５月 14 日   

土曜    1 

衆
生
の｢

垢｣

と
は
迷
い
の
こ
と
。 

世
の
中
が
濁
っ
て
乱
れ
て
く
る
と
、
大
勢
の
人
々
の
迷

い
が
非
常
に
重
く
な
り
、
惜
し
む
・
貪
る
・
嫉
妬
す
る

な
ど
の
心
持
ち
が
充
満
し
て
き
ま
す
。 

貪
る
心
に
は
惜
し
む
気
持
ち
が
伴
い
ま
す
。 

努
力
し
て
得
た
も
の
だ
か
ら
人
に
取
ら
れ
た
く
な
い
。

皆
が
欲
し
が
る
も
の
を
力
づ
く
で
奪
い
合
う
。 

そ
の
結
果
、
恨
み
合
い
、
妬
み
合
い
、
気
づ
か
ぬ
う
ち

に
垢
が
溜
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。 

  

衆
生
垢
重

 
 

 

「
衆
生
の
垢
重
く
」 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

し
ゅ 

 

じ
ょ
う 

 

く 
 

じ
ゅ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 先勝 箕    

旧 5 月 15 日   

日曜    2 

人
は
目
の
前
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
て
迷
い
、
貪
り
や
怒

り
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
最
初
か
ら
仏
の
道

を
説
い
て
も
耳
に
入
り
そ
う
も
な
い
。 

そ
れ
を
承
知
し
て
い
る
お
釈
迦
さ
ま
は
、
相
手
に
応
じ

て
低
い
方
か
ら
高
い
方
へ
、
浅
い
方
か
ら
深
い
方
へ

と
、
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
教
え
を
説
か
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
が
、
声
聞(
ま
ず
自
分
の
欲
望
を
捨
て
る)

・
縁
覚

(

次
に
己
を
捨
て
る)
・
菩
薩(

人
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と

努
め
る)

の
三
乗
で
す
。 

  

分
別
説
三

 
 

「
分
別
し
て
三
乗
を
説
く
」 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

ふ
ん 

 

べ
つ 

 
 

せ
っ 
 

さ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 友引 斗    

旧 5 月 16 日   

月曜    3  
自
分
の
欲
望
を
捨
て
世
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
で
満

足
し
て
い
る
声
聞
や
、
自
己
を
捨
て
自
分
だ
け
高
み
か

ら
世
の
中
を
見
下
ろ
し
て
い
る
縁
覚
は
、
真
の
仏
弟
子

で
は
な
い
と
お
釈
迦
さ
ま
は
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

自
ら
の
修
行
に
励
む
と
と
も
に
、
世
の
人
々
を
救
お
う

と
努
め
る
菩
薩
の
身
を
仏
弟
子
と
認
め
教
化
す
る
と
説

か
れ
た
の
で
す
。 

声
聞
・
縁
覚
で
止
ま
っ
て
い
て
は
、
仏
さ
ま
の
教
え
も

聞
く
こ
と
も
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

  

此
非
仏
弟
子

 
 

「
此
れ
仏
弟
子
に
あ
ら
ず
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

し 
 

 
 

ひ 
 

ぶ
つ 
 

 

で 
 

 

し 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 先負 女  

旧 5 月 17 日   

火曜    4  
心
ひ
と
つ
に
し
て
、
些
細
な
こ
と
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

仏
さ
ま
の
教
え
を
信
じ
理
解
す
る
。 

信
仰
の
要
点
は
こ
れ
に
尽
き
る
と
こ
ろ
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
ご
利
益
を
求
め
た
り
、
心
が
散
漫
に
な

っ
た
り
し
て
、
「
一
心
信
解
」
に
至
ら
な
い
の
が
私
た

ち
凡
夫
で
す
。 

自
分
は
迷
っ
て
い
る
凡
夫
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

迷
い
か
ら
離
れ
て
、
仏
さ
ま
の
境
界
に
近
づ
き
た
い

と
一
心
に
念
じ
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。 

 

  

一
心
信
解 

「
心
ひ
と
つ
に
仏
さ
ま
の
教
え
を
信
じ
理
解
す
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

い
っ 

 
 

し
ん 

 

し
ん 
 

げ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 仏滅 虚    

旧 5 月 18 日   

水曜    5  
｢

増
上
慢｣

と
は
、
ま
だ
悟
っ
て
い
な
い
の
に
悟
っ
た

つ
も
り
に
な
っ
て
い
る
人
。 

私
た
ち
は
情
報
に
振
り
回
さ
れ
、
要
ら
な
い
こ
と
に

心
が
向
き
、
大
事
な
こ
と
を
見
失
い
が
ち
で
す
。 

仏
さ
ま
の
教
え
は
何
か
の
形
で
私
た
ち
の
周
り
に
存

在
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
自
分
に
都
合
の
良
い
教
え
だ
け
を
受
け
入

れ
て
、
悟
っ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
気
を

つ
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

    

増
上
慢 

「
う
ぬ
ぼ
れ
・
慢
心
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

ぞ
う 

 

じ
ょ
う 

ま
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

  大安 危    

旧 5 月 19 日   

木曜    6  
「
我
慢
」
と
は
、
自
分
の
都
合
ば
か
り
を
考
え
て
、

万
事
に
つ
け
て
自
己
中
心
に
な
る
こ
と
で
す
。 

｢
耐
え
忍
ぶ｣

の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
「
我
慢
」
は
、

我
意
を
張
る
・
強
情
な
心
な
ど
の
転
用
で
、
近
世
後

期
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

自
分
を
偉
い
と
思
っ
て
お
ご
り
、
他
を
侮
る
高
慢
な

心
持
で
は
、
仏
さ
ま
の
難
信
難
解
の
教
え
を
受
持
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

素
直
な
心
で
信
じ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。 

  

我
慢 

「
自
己
中
心
・
強
情
な
心
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

が 
 

 

ま
ん 

 
 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 赤口 室 

旧 5 月 20 日 

金曜    7  
自
分
に
理
解
で
き
な
い
こ
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
い

う
心
持
ち
が
「
不
信
」
で
す
。 

初
め
か
ら
理
解
で
き
る
は
ず
が
な
い
と
決
め
つ
け
て

し
ま
う
と
、
少
し
で
も
理
解
し
よ
う
と
努
力
も
し
な

く
な
り
ま
す
。 

仏
さ
ま
の
教
え
も
理
解
で
き
な
い
か
ら
、
信
じ
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
仏
さ
ま
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。 

だ
か
ら
こ
そ
「
信
」
が
大
事
な
の
で
す
。 

  

不
信 

「
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
信
じ
よ
う
と
し
な
い
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

ふ 
 

 

し
ん 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

舎
利
弗
。
劫
濁
乱
時
。
衆
生
垢
重
。
慳
貪
嫉
妬
。
成
就
諸
不
善
根
故
。
諸

仏
以
方
便
力
。
於
一
仏
乗
。
分
別
説
三
。
舎
利
弗
。
若
我
弟
子
。
自
謂
阿

羅
漢
。
辟
支
仏
者
。
不
聞
不
知
。
諸
仏
如
来
。
但
教
化
菩
薩
事
。
此
非
仏

弟
子
。
非
阿
羅
漢
。
非
辟
支
仏
。
又
舎
利
弗
。
是
諸
比
丘
。
比
丘
尼
。
自

謂
已
得
。
阿
羅
漢
。
是
最
後
身
。
究
竟
涅
槃
。
便
不
復
志
求
。
阿
耨
多
羅

三
藐
三
菩
提
。
当
知
此
輩
。
皆
是
増
上
慢
人
。
所
以
者
何
。
若
有
比
丘
。

実
得
阿
羅
漢
。
若
不
信
此
法
。
無
有
是
処
。
除
仏
滅
度
後
。
現
前
無
仏
。

所
以
者
何
。
仏
滅
度
後
。
如
是
等
経
。
受
持
読
誦
。
解
其
義
者
。
是
人
難

得
。
若
遇
余
仏
。
於
此
法
中
。
便
得
決
了
。
舎
利
弗
。
汝
等
当
。
一
心
信

解
。
受
持
仏
語
。
諸
仏
如
来
。
言
無
虚
妄
。
無
有
余
乗
。
唯
一
仏
乗
。
爾

時
世
尊
。
欲
重
宣
此
義
。
而
説
偈
言 

 

比
丘
比
丘
尼 

有
懐
増
上
慢 

優
婆
塞
我
慢 

優
婆
夷
不
信 

 
 

法華経 日めくり 令和５年（2023）7 月① 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 先勝 壁    

旧 5 月 21 日   

土曜    8

7  

  

無
量
方
便
力 

「
数
限
り
な
い
方
便
に
よ
っ
て
説
く
」 

  

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

む 
 

 

り
ょ
う 

 

ほ
う 
 

べ
ん 

 

り
き 

お
釈
迦
さ
ま
は
舎
利
弗
に
、
真
実
の
教
え
を
無
量
の

方
便
を
も
っ
て
説
く
と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

真
実
の
教
え
・
仏
さ
ま
が
悟
っ
た
内
容
は
、
言
葉
で

容
易
に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
仏
さ
ま
の
教
え
は
数
限
り
な
い
方
便
に
よ
っ

て
伝
え
ら
れ
る
の
で
す
。 

方
便
や
譬
え
話
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
教
え
を
、
自

分
の
中
で
昇
華
さ
せ
体
得
し
て
い
く
こ
と
が
修
行
な

の
で
す
。 

  小暑    



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 友引 奎    

旧 5 月 2２日   

日曜    9

7  
「
方
便
品
」
に
は
方
便
を
説
く
方
法
と
し
て
、
次
の

九
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

①
修
多
羅…

経
典(

教
え
の
言
葉
そ
の
も
の) 

②
伽
陀

…
詩
句(

詩
で
ま
と
め
た
教
え) 

③
本
事…

仏
弟
子
の

過
去
の
因
縁 

④
本
生…

仏
の
前
生 

⑤
未
曽
有…

仏
の
奇
跡 
⑥
因
縁…

因
縁
の
解
説 

⑦
譬
喩…

た

と
え
話
で
表
し
た
考
え 

⑧
祗
夜…

散
文
＝
説
か
れ

た
教
え
を
再
度
詩
で
表
し
た
も
の 

⑨
優
波
提
舎
経

…

問
答
を
通
し
て
説
か
れ
た
教
え 

  

九
部
法 

「
方
便
を
説
く
の
九
つ
の
方
法
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

く 
 

 

ぶ 
 

 

き
ょ
う 

 
 

 
 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 大安 畢    

旧 5 月 23 日   

月曜    10  
方
便
の
教
え
で
あ
る
「
九
部
法
」
は
、
受
け
取
る
側

の
能
力
に
応
じ
て
説
か
れ
た
も
の
で
、
徐
々
に
深
い

教
え
に
入
っ
て
い
く
た
め
の
手
掛
か
り
で
す
。 

方
便
の
教
え
で
満
足
し
て
い
て
は
、
真
実
の
教
え
に

至
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

逆
に
、
仏
さ
ま
を
信
じ
て
い
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
よ
い

と
、
方
便
の
教
え
は
軽
ん
じ
て
は
大
乗
に
至
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。 

こ
れ
が
仏
道
に
入
る
唯
一
の
道
理
「
理
一
」
で
す
。 

  

入
大
乗
為
本 

「
大
乗
に
入
る
唯
一
の
道
理
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

に
ゅ
う 

だ
い 

 

じ
ょ
う 

 

い 
 

 
 

ほ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 仏滅 胃    

旧 5 月 24 日   

火曜    11  
善
人
も
悪
人
も
、
皆
仏
に
成
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
仏
性
を
備
え
て
い
ま
す
。 

迷
い
に
落
ち
て
い
て
も
、
誰
も
が
心
の
奥
底
に
は
仏

さ
ま
と
同
じ
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
ど
れ
ほ
ど
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
い
つ
か
は
仏

に
成
れ
る
と
お
釈
迦
さ
ま
は
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

心
浄
く
煩
悩
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
善
悪
を
見
極

め
、
仏
さ
ま
の
教
え
を
実
行
で
き
る
人
が
、
仏
道
に

入
る
唯
一
の
人
「
人
一
」
で
す
。 

   

有
仏
子
心
浄 

「
仏
子
の
心
浄
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

う 
 

 

ぶ
っ 

 
 

し 
 

 

し
ん 

 

じ
ょ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 大安 昴    

旧 5 月 25 日   

水曜    12  
無
数
に
存
在
す
る
仏
さ
ま
が
説
か
れ
る
教
え
は
、
す

べ
て
真
実
、
た
だ
一
つ
「
一
乗
の
法
」
で
す
。 

真
実
の
教
え
は
一
つ
で
も
、
相
手
の
理
解
に
合
わ
せ

て
方
便
を
駆
使
し
、
浅
い
教
え
か
ら
深
い
教
え
へ
と

導
く
の
で
、
様
々
な
宗
派
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
最
後
に
行
き
つ
く
と
こ
ろ
は
「
一
乗
の
法
」
。

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
教
え
が
統
一
さ
れ
て
い
く

こ
と
を
「
教
一
」
と
い
い
ま
す
。
私
た
ち
も
徐
々
に

理
解
を
深
め
、「
一
乗
の
法
」
に
近
づ
き
ま
し
ょ
う
。 

「
い
ち
、 

  

唯
有
一
乗
法 

「
た
だ
一
乗
の
法
あ
り
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

ゆ
い 

 
 

う 
 

 

い
ち 

 

じ
ょ
う 

 

ほ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 赤口 畢    

旧 5 月 26 日   

木曜    13  
仏
さ
ま
は
、
徐
々
に
導
い
て
い
け
ば
誰
も
が
仏
に
成

れ
る
と
ご
承
知
の
上
で
、
全
力
で
教
え
を
説
い
て
く

だ
さ
い
ま
す
。 

こ
の
一
事
が
仏
さ
ま
の
行
い
「
行
一
」
で
す
。 

仏
さ
ま
は
絶
大
に
慈
悲
を
も
っ
て
、
ど
ん
な
愚
か
な

人
間
も
救
お
う
と
惜
し
む
こ
と
な
く
導
い
て
く
だ
さ

い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
こ
の
一
事
が
揺
る
ぎ
の
な
い
も
の
だ
と

信
じ
て
、
教
え
を
い
た
だ
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。 

   

唯
此
一
事
実

 

「
た
だ
こ
の
一
事
の
み
実
な
り
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

ゆ
い 

 

し 
 

 

い
ち 
 

 

じ 
 

 

じ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 先勝 觜    

旧 5 月 27 日   

金曜    14  
お
釈
迦
さ
ま
は
、
悟
り
を
開
き
、
教
え
を
説
か
れ
る

前
か
ら
「
誓
願
」
を
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
「
誓
願
」
と
は
、
一
切
衆
生
を
自
分
と
同
じ
よ

う
に
悟
り
に
導
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
切
衆
生
・
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
す
べ
て
、
仏

に
成
る
本
性
・
仏
性
を
具
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
能
力
に
応
じ
て
、
方
便
を
用
い
な
が
ら

徐
々
に
高
み
に
導
い
て
、
覚
り
に
至
ら
せ
よ
う
と
い

う
、
実
に
広
大
な
誓
い
と
願
い
な
の
で
す
。 

  

我
本
立
誓
願 

「
我
れ
も
と
誓
願
を
立
つ
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

が 
 

 
 

ほ
ん 

 

り
ゅ
う 

せ
い 

 

が
ん 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 
無
量
方
便
力 

而
為
衆
生
説 

衆
生
心
所
念 

種
種
所
行
道 

若
干
諸
欲
性 

先
世
善
悪
業 

 
 

 
〈
略
〉 

 

我
此
九
部
法 

随
順
衆
生
説 

入
大
乗
為
本 

以
故
説
是
経 

有
仏
子
心
浄 

柔
軟
亦
利
根 

 

無
量
諸
仏
所 
而
行
深
妙
道 

為
此
諸
仏
子 

説
是
大
乗
経 

我
記
如
是
人 

来
世
成
仏
道 

 

以
深
心
念
仏 

修
持
浄
戒
故 

此
等
聞
得
仏 

大
喜
充
気
身 

仏
知
彼
心
行 

故
為
説
大
乗 

 

声
聞
若
菩
薩 

聞
我
所
説
法 

乃
至
於
一
偈 

皆
成
仏
無
疑 

十
方
仏
土
中 

唯
有
一
乗
法 

 

無
二
亦
無
三 

除
仏
方
便
説 
但
以
仮
名
字 

引
導
於
衆
生 

説
仏
智
慧
故 

諸
仏
出
於
世 

 

唯
此
一
事
実 

余
二
則
非
真 

終
不
以
小
乗 

済
度
於
衆
生 

仏
自
住
大
乗 

如
其
所
得
法 

 

定
慧
力
荘
厳 

以
此
度
衆
生 

自
証
無
上
道 

大
乗
平
等
法 

若
以
小
乗
化 

乃
至
於
一
人 

 

我
則
堕
慳
貪 

此
事
為
不
可 

若
人
信
帰
仏 
如
来
不
欺
誑 

亦
無
貪
嫉
意 

断
諸
法
中
悪 

 

故
仏
於
十
方 

而
独
無
所
畏 

我
以
相
厳
身 
光
明
照
世
間 

無
量
衆
所
尊 

為
説
実
相
印 

 

舎
利
弗
当
知 

我
本
立
誓
願 

欲
令
一
切
衆 

如
我
等
無
異 

如
我
昔
所
願 

今
者
已
満
足 

 

化
一
切
衆
生 

皆
令
入
仏
道 

咸
皆
有
疑
。
唯
願
世
尊
。
敷
演
斯
事
。
世
尊
何 

故
。
慇
懃
称
歎
。
甚
深
微
妙
。
難
解
之
法
。
爾
時
舎
利 

弗
。
欲
重
宣
此
義
。
而
説
偈
言 

法華経 日めくり 令和５年（2023）７月② 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 友引 参    

旧 5 月 28 日   

土曜    15  
仏
道
と
は
・
自
利
（
自
分
を
善
く
す
る
）
と
利
他

（
他
者
を
善
く
す
る
）
を
具
え
た
も
の
で
す
。 

「
一
切
衆
生
を
し
て
、
皆
仏
道
に
入
ら
し
む
」
と

は
、
自
分
が
仏
に
近
づ
く
修
行
を
す
る
と
同
時
に
、

皆
も
仏
に
近
づ
く
よ
う
に
導
く
と
い
う
こ
と
で
す
。 

自
分
が
幸
せ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
他
者
を
幸
せ
に

す
る
と
い
う
こ
と
が
自
分
の
悦
び
と
も
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
皆
で
と
も
に
仏
道
に
入
り
、
歩
ん
で
い
く

こ
と
で
、
仏
の
世
界
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。 

   

化
一
切
衆
生 

皆
具
成
仏
道 

 

「
一
切
衆
生
を
し
て
、
皆
仏
道
に
入
ら
し
む
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

け 

い
っ 

さ
い 

し
ゅ 

じ
ょ
う 

 

か
い 

ぐ 

じ
ょ
う 

ぶ
つ 

ど
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 先負 井    

旧 5 月 29 日   

日曜    16  
「
痴
愛
」
と
は
、
愛
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
で
す
。 

痴
に
は
自
分
中
心
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
独
占
欲
に

つ
な
が
る
も
の
で
す
。 

愛
情
や
親
し
み
を
も
っ
て
接
し
て
い
て
も
、｢

自
己
満

足
を
得
る
た
め
の
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
か｣

｢

相
手

も
満
足
し
て
い
る
か｣

、
そ
れ
ら
を
冷
静
に
見
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
ら
注
意
信
号
で
す
。 

我
々
凡
夫
は
、
貪
り
を
伴
う
愛
情
＝｢

貧
愛(

と
ん
な
い)｣

に

陥
り
、
道
に
迷
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

  

痴
愛
故
生
悩 

「
痴
愛
の
故
に
悩
み
生
ず
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

ち 
 

 

あ
い 

 
 

こ 
 

 

し
ょ
う 

の
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 仏滅 鬼    

旧 5 月 30 日   

月曜    17  
「
三
悪
道
」
と
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
こ
と
。 

瞋
り
の
念
に
苛
ま
れ
た
と
き
地
獄
道
に
、
貪
り
の
念

に
満
た
さ
れ
る
と
餓
鬼
道
に
、
愚
か
で
浅
ま
し
い
気

持
ち
に
な
る
と
畜
生
道
に
堕
ち
る
と
い
わ
れ
ま
す
。 

堕
ち
る
の
は
自
分
の
体
で
は
な
く
、
心
の
中
に
三
悪

道
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

愛
憎
や
欲
望
、
自
己
中
心
の
気
持
ち
が
苦
し
み
を
大

き
く
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
に
、
三
悪
道
か
ら

這
い
上
が
れ
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
を
。 

  

墜
堕
三
悪
道 

「
三
悪
道
に
墜
堕
し
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

つ
い 

 
 

だ 
 

 

さ
ん 
 

な
く 

 

ど
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 赤口 鬼    

旧 6 月 1 日   

火曜    18  
｢

有｣

は
、
全
て
の
物
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
観
方
。 

｢

無｣

は
、
全
て
の
物
は
常
に
変
わ
る
と
い
う
観
方
。 

そ
の
ど
ち
ら
に
と
ら
わ
れ
て
も
迷
い
が
生
じ
ま
す
。 

変
化
の
な
い
退
屈
な
生
活
を
し
て
い
る
と
緊
張
感
が

緩
み
努
力
を
し
な
く
な
り
ま
す
。 

変
化
が
大
き
く
先
の
読
め
な
い
時
代
に
な
る
と
刹
那

主
義
・
享
楽
主
義
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

変
わ
ら
な
い
と
し
が
み
つ
き
、
変
わ
り
や
す
い
と
投

げ
や
り
に
な
り
、
迷
い
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。 

  

若
有
若
無
等 

「
若
し
は
有
、
若
し
は
無
等
に
入
り
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

に
ゃ
く 

 

う 
 

 

に
ゃ
く 

 

む 
 

 

と
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月 日   

 先勝 柳    

旧 6 月２日   

水曜    19  
人
間
存
在
を
構
成
す
る
要
素
「
五
蘊
」
（
①
色(

肉
体)

②
受(

感
情)

③
想(

観
念)

④
行(

意
思)

⑤
識(

認
識)

。 
外
界(

物)

と
自
分(

我)

に
関
す
る
「
四
見
」（
①
物
大
我

小
②
物
小
我
大
③
物
因
我
果
④
我
果
我
因
）。 

「
五
蘊
」
の
各
々
に｢

四
見｣

が
起
き
五×

四
＝
二
十

と
な
り
、
そ
の
二
十
が
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世

に
起
き
二
十×
三
＝
六
十
と
な
り
、
無
常
を
意
味
す

る
「
断
」
と
、
変
わ
ら
な
い
「
常
」
を
加
え
た
六
十

二
の
誤
っ
た
見
解
を
持
つ
の
が
私
た
ち
人
間
で
す
。 

   

具
足
六
十
二 

 

「
六
十
二
の
誤
っ
た
見
解
を
具
え
た
私
た
ち
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

ぐ 
 

 

そ
く 

 
 

ろ
く 
 

じ
ゅ
う 

に 

し
ょ
う 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月 日   

   友引 星    

旧 6 月３日   

木曜    20  
誤
っ
た
見
解
を
持
ち
、
正
し
い
教
え
を
聞
こ
う
と
も

し
な
い
人
は
救
い
が
た
い
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

そ
れ
で
も
自
分
に
縁
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
手
を
差

し
伸
べ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
が
、
全
く

の
他
人
に
は
そ
の
気
持
ち
は
起
き
な
い
も
の
で
す
。 

し
か
し
仏
さ
ま
は
、
一
人
も
見
放
す
こ
と
な
く
救
お

う
と
慈
悲
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

度
し
難
い
、
救
い
が
た
い
相
手
に
も
理
解
し
や
す
い

こ
と
か
ら
徐
々
に
導
い
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。 

    

如
是
人
難
度 

「
か
く
の
如
き
人
は
度
し
難
し
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

に
ょ 

 

ぜ 
 

 
 

に
ん 
 

な
ん 

 

ど 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

 先負 張    

旧 6 月４日   

金曜    21  
す
べ
て
の
世
の
法
の
中
の
法
則
に
は
、
ど
ん
な
変
化

が
あ
っ
て
も
一
貫
し
て
元
か
ら
変
わ
ら
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。 

そ
れ
は｢

寂
滅
の
相｣

、
つ
ま
り
煩
悩
の
火
が
消
え
て

心
が
静
ま
っ
て
い
る
状
態
、
悟
り
の
境
地
で
す
。 

仏
の
子
、
弟
子
は
そ
の
寂
滅
に
向
か
っ
て
、
仏
さ
ま

へ
の
道
を
徐
々
に
行
じ
て
い
け
ば
、
来
世
に
は
仏
に

成
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
の
四
句
は
追
善
回
向
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

諸
法
従
本
来 

常
自
寂
滅
相 

 

仏
子
行
道
巳 

来
世
得
作
仏 

「
悟
り
の
境
地
に
向
か
っ
て
徐
々
に
行
じ
る
」 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

し
ょ
ほ
う
じ
ゅ
う
ほ
ん
ら
い 

 

じ
ょ
う
じ
じ
ゃ
く
め
つ
そ
う 

ぶ
っ 

し
ぎ
ょ
う
ど
う
い 

 
 

ら
い 

せ 

と
く
さ 

ぶ
つ 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 令和５年（2023）７月③ 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 
化
一
切
衆
生 

皆
令
入
仏
道 

若
我
遇
衆
生 

尽
教
以
仏
道 

 

無
智
者
錯
乱 

迷
惑
不
受
教 

我
知
此
衆
生 

未
曾
修
善
本 

 

堅
著
於
五
欲 

痴
愛
故
生
悩 

以
諸
欲
因
縁 

墜
堕
三
悪
道 

 

輪
廻
六
趣
中 

備
受
諸
苦
毒 

受
胎
之
微
形 

世
世
常
増
長 

 

薄
徳
少
福
人 
衆
苦
所
逼
迫 

入
邪
見
稠
林 

若
有
若
無
等 

 

依
止
此
諸
見 
具
足
六
十
二 

深
著
虚
妄
法 

堅
受
不
可
捨 

 

我
慢
自
矜
高 

諂
曲
心
不
実 

於
千
万
億
劫 

不
聞
仏
名
字 

 

亦
不
聞
正
法 

如
是
人
難
度 

是
故
舎
利
弗 

我
為
設
方
便 

 

説
諸
尽
苦
道 

示
之
以
涅
槃 
我
雖
説
涅
槃 

是
亦
非
真
滅 

 

諸
法
従
本
来 

常
自
寂
滅
相 
仏
子
行
道
已 

来
世
得
作
仏 

 

我
有
方
便
力 

開
示
三
乗
法 

一
切
諸
世
尊 

皆
説
一
乗
道 

 

今
此
諸
大
衆 

皆
応
除
疑
惑 

諸
仏
語
無
異 

唯
一
無
二
乗 

 

過
去
無
数
劫 

無
量
滅
度
仏 

百
千
万
億
種 

其
数
不
可
量 

 

如
是
諸
世
尊 

種
種
縁
譬
諭 

無
数
方
便
力 

演
説
諸
法
相 

 

是
諸
世
尊
等 

皆
説
一
乗
法 

化
無
量
衆
生 

令
入
於
仏
道 

 

又
諸
大
聖
主 

知
一
切
世
間 

天
人
群
生
類 

深
心
之
所
欲 

 

更
以
異
方
便 

助
顕
第
一
義 

若
有
衆
生
類 

値
諸
過
去
仏 

 

若
聞
法
布
施 

或
持
戒
忍
辱 

精
進
禅
智
等 

種
種
修
福
徳 

 

如
是
諸
人
等 

皆
已
成
仏
道 

諸
仏
滅
度
已 

若
人
善
軟
心 

 

如
是
諸
衆
生 

皆
已
成
仏
道 

諸
仏
滅
度
已 

供
養
舎
利
者 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

  仏滅 翼  

旧 6 月 5 日   

土曜    22  
現
在
ま
で
の
数
限
り
な
い
過
去
に
お
い
て
、
量
り
知

れ
な
い
数
の
仏
さ
ま
が
涅
槃
に
入
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
多
く
の
仏
さ
ま
た
ち
は
皆
同
じ
く
、
世
間
の
出

来
事
を
例
に
引
い
て
、
た
と
え
話
や
方
便
を
用
い
て

法
を
説
き
ま
す
が
、
行
き
つ
く
所
は
た
だ
一
つ
、
真

実
の
教
え
で
す
。 

一
切
衆
生
の
悦
び
を
自
分
の
悦
び
と
し
て
、
救
い
導

く
方
法
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
わ
た
っ

て
変
わ
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。 

   

過
去
無
数
劫 

無
量
滅
度
仏 

 

「
過
去
に
滅
度
し
た
仏
さ
ま
も
唯
一
の
教
え
を
説
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

か 
 

こ 
 

む 
 

し
ゅ 

こ
う 

 

む 

り
ょ
う 

め
つ 

ど 

ぶ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

   大安 軫  

旧６月６日   

日曜    23  
｢

小
善｣

と
は
、
衆
生
が
行
う
善
行
の
こ
と
で
菩
薩
や

仏
の｢

大
善｣7

に
比
べ
小
さ
な
善
と
い
う
こ
と
で
す
。 

｢
方
便
品｣

に
は
、
仏
舎
利
の
供
養
・
造
塔
・
造
仏
・

仏
画
・
音
楽
・
装
飾
・
称
名
・
礼
拝
等
の
善
行
が
挙

げ
ら
れ
、
衆
生
の｢

小
善｣

の
中
に
も
仏
の
種
を
認

め
、
成
仏
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

高
い
山
の
頂
き
に
降
っ
た
雨
が
谷
の
底
ま
で
潤
す
よ

う
に
、
最
高
の
教
え
が
末
法
の
衆
生
を
救
う
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
教
え
で
す
。 

  

小
善
成
仏 

「
小
さ
な
善
行
に
も
仏
の
種
を
認
め
る
」 

  

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

し
ょ
う 

 

ぜ
ん 

 

じ
ょ
う 

ぶ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

  赤口 角    

旧 6 月７日   

月曜    24  
幼
な
子
が
砂
遊
び
を
し
な
ら
塔
を
建
て
る
。 

そ
れ
を
手
始
め
に
仏
さ
ま
に
接
す
る
心
持
ち
を
育
て

段
々
に
功
徳
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
、
大
慈
悲
心
を

具
え
る
仏
さ
ま
に
近
づ
け
る
の
で
す
。 

亡
き
方
の
お
墓
参
り
を
し
て
、
段
々
に
功
徳
を
積
ん

で
、
仏
さ
ま
の
よ
う
に
一
切
の
人
を
憐
れ
む
心
持
ち

を
育
て
て
い
く
と
、
や
が
て
本
当
の
仏
に
成
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。 

小
さ
な
芽
を
大
事
に
育
て
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。 

   

乃
至
童
子
戯 

聚
沙
為
仏
塔 

 

「
童
子
が
戯
れ
に
砂
を
集
め
て
仏
塔
を
建
て
た
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

な
い 

し 

ど
う 

じ 
 

け 
 

じ
ゅ 

し
ゃ 

い 

ぶ
っ
と
う 

大暑   



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

  先勝 亢    

旧 6 月８日   

火曜    25  
今
こ
の
時
か
ら
後
の
時
間
は
す
べ
て
未
来
で
す
。 

そ
の
未
来
の
世
に
お
い
て
、
数
限
り
な
い
仏
さ
ま

が
、
過
去
・
現
在
の
仏
さ
ま
と
同
じ
く
、
方
便
を
駆

使
し
て
低
い
方
か
ら
高
い
方
へ
と
私
た
ち
を
導
い
て

く
だ
さ
い
ま
す
。 

ま
だ
見
ぬ
未
来
に
不
安
を
感
じ
る
と
き
も
、
た
く
さ

ん
の
仏
さ
ま
が
待
機
し
て
、
導
い
て
く
だ
さ
る
と
信

じ
、
小
さ
な
善
行
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

未
来
の
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
は
万
全
で
す
。 

   

未
来
諸
世
尊 

其
数
無
有
量 

 

「
未
来
の
仏
さ
ま
も
数
限
り
な
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
」 

  

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

み 
 

ら
い 

し
ょ 

せ 

そ
ん 

 
 

ご 
 

し
ゅ 

む 
 

う 

り
ょ
う 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

  友引 氐    

旧 6 月９日   

水曜    26  
人
間
は
皆
仏
性
を
持
っ
て
お
り
、
仏
に
成
る
こ
と
が

で
き
る
本
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
「
聞
法
（
法
華
経
を
聞
く
）
」
と
い
う
修
行
に

よ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
が
仏
に
成
れ
る
の
で
す
。 

純
粋
に
法
華
経
を
信
仰
す
れ
ば
成
仏
す
る
こ
と
間
違

い
な
し
と
い
う
文
証
で
す
。 

「
一
人
と
し
て
」
と
い
う
の
は
、
賢
者
も
愚
者
も
す

べ
て
漏
れ
る
こ
と
な
く
、
必
ず
悟
り
へ
と
導
か
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。 

    

若
有
聞
法
者 

無
一
不
成
仏 

 

「
一
人
と
し
て
成
仏
し
な
い
者
は
い
な
い
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

に
ゃ
く 

う 

も
ん 

ぽ
う 

し
ゃ 

 
 

む 

い
つ 

 

ふ 

じ
ょ
う
ぶ
つ 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

  先負 房    

旧 7 月 10 日   

木曜    27  
｢

仏
種｣

は
仏
と
な
る
必
然
性
、
元
来
は｢

仏
性｣

と
同

義
語
で
す
が
、｢

仏
性｣

は
外
的
な
一
切
の
影
響
を
受

け
な
い
永
遠
不
滅
の
因
性
で
あ
る
に
対
し
て
、｢

仏

種｣
は
作
ら
れ
た
も
の
、
ま
た
保
管
の
仕
方
が
悪
け
れ

ば
腐
っ
た
種
と
な
る
か
ら
、
生
滅
変
化
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。 

縁
が
あ
っ
て
成
仏
へ
の
思
い(

菩
提
心)

が
生
じ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
縁
に
た
ど
り
着
く
の
は
難
し
い
か
ら

こ
そ
、
多
く
の
仏
さ
ま
が
出
現
し
て
導
く
の
で
す
。 

  

仏
種
従
縁
起 

 

「
仏
種
は
縁
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
知
ら
示
す
」 

 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

ぶ
っ 

 

し
ゅ 

 

じ
ゅ
う 

 

え
ん 

 

ぎ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

  仏滅 心    

旧 6 月 11 日   

金曜    28  
お
釈
迦
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
娑
婆
世
界
以
外
に
も

十
方
の
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
の
数
ほ

ど
の
た
く
さ
ん
の
仏
さ
ま
の
世
界
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
教
え
を
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
時
間
軸
と
同
時
に
、
十

方
世
界
と
い
う
空
間
軸
の
広
が
り
の
中
に
た
く
さ
ん

の
仏
さ
ま
が
、
大
勢
の
人
の
心
を
安
ら
か
に
し
よ
う

と
、
お
釈
迦
さ
ま
と
同
じ
唯
一
の
法
を
説
か
れ
て
い

る
の
で
す
。 

   

現
在
十
方
仏 

其
数
如
恒
沙 

 

「
現
在
十
方
の
仏 

其
の
数
恒
河
沙
の
如
し
」 

  

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

げ
ん 

ざ
い 

じ
っ 

ぽ
う 

ぶ
つ 

 

ご 
 

し
ゅ 

に
ょ 

ご
う 

し
ゃ 



不変山 永寿院 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 令和５年（2023）７月④ 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

過
去
無
数
劫 

無
量
滅
度
仏 

百
千
万
億
種 

其
数
不
可
量 

如
是
諸
世
尊 

 
種
種
縁
譬
諭 

若
於
曠
野
中 

積
土
成
仏
廟 

乃
至
童
子
戯 

聚
沙
為
仏
塔 

 

如
是
諸
人
等 

皆
已
成
仏
道 

 
 

 

〈
略
〉 

 

若
有
聞
是
法 
皆
已
成
仏
道 

未
来
諸
世
尊 

其
数
無
有
量 

是
諸
如
来
等 

 

亦
方
便
説
法 

一
切
諸
如
来 

以
無
量
方
便 

度
脱
諸
衆
生 

入
仏
無
漏
智 

 

若
有
聞
法
者 

無
一
不
成
仏 

諸
仏
本
誓
願 

我
所
行
仏
道 

普
欲
令
衆
生 

 

亦
同
得
此
道 

未
来
世
諸
仏 
雖
説
百
千
億 

無
数
諸
法
門 

其
実
為
一
乗 

 

諸
仏
両
足
尊 

知
法
常
無
性 

仏
種
従
縁
起 

是
故
説
一
乗 

是
法
住
法
位 

 

世
間
相
常
住 

於
道
場
知
已 

導
師
方
便
説 

天
人
所
供
養 

現
在
十
方
仏 

 

其
数
如
恒
沙 

出
現
於
世
間 

安
穏
衆
生
故 
亦
説
如
是
法 

知
第
一
寂
滅 

 

以
方
便
力
故 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

大安 尾    

旧６月 1２日 

土曜    29  
お
釈
迦
さ
ま
は
ブ
ッ
タ
ガ
ヤ
の
菩
提
樹
の
下
で
悟
り

を
開
か
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
を
「
始
成
正
覚
」
と
い
い
、
歴
史
上
の
人
物
と

し
て
の
お
釈
迦
さ
ま
が
初
め
て
悟
り
を
得
た
こ
と
を

示
し
ま
す
。 

し
か
し
、
「
如
来
寿
量
品
」
に
お
い
て
、
お
釈
迦
さ
ま

は
久
遠
の
過
去
世
に
悟
り
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
顕
さ

れ
、
娑
婆
世
界
で
衆
生
を
永
遠
に
導
き
続
け
て
い
る

こ
と
が
説
か
れ
ま
す
。 

  

我
始
坐
道
場 

「
我
始
め
道
場
に
坐
し
」 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

が 
 

 

し 
 

 

ざ 
 

 
 

ど
う 

じ
ょ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

  赤口 箕   

旧 6 月 13 日   

日曜    30  
「
波
羅
奈
」
と
は
、
お
釈
迦
さ
ま
が
初
め
て
説
法
を

さ
れ
た
諸
転
法
輪
の
地
「
鹿
野
苑
」
の
あ
る
国
の
名

前
で
す
。 

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
菩
提
樹
下
で
悟
り
を
得
た
お
釈
迦
さ

ま
は
、
過
去
・
未
来
・
現
在
十
方
の
仏
さ
ま
と
同
じ

よ
う
に
、
は
じ
め
か
ら
難
し
い
こ
と
を
説
い
て
も
理

解
さ
れ
な
い
の
で
、
ま
ず
は
方
便
の
教
え
を
説
こ
う

と
憍
陳
如
ら
五
人
の
比
丘
が
修
行
す
る
波
羅
奈
に
趣

い
た
の
で
す
。 

  

即
趣
波
羅
奈 

「
即
ち
波
羅
奈
に
趣
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

そ
く 

 
 

し
ゅ 

 

は 
 

 

ら 
 

 

な
い 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

7 月   日   

  先負 斗   

旧 6 月 14 日   

月曜    31  
お
釈
迦
さ
ま
は
鹿
野
苑
へ
趣
い
て
五
人
の
比
丘
に
最

初
に
法
を
説
き
ま
し
た
。 

こ
の
五
人
の
比
丘
は
、
お
釈
迦
さ
ま
が
修
行
を
捨
て

た
と
思
い
込
み
軽
蔑
の
念
を
抱
い
て
い
ま
し
た
が
、

お
釈
迦
さ
ま
の
堂
々
と
し
た
姿
を
見
て
自
然
に
立
ち

上
が
っ
て
座
に
迎
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

彼
ら
が
仏
教
に
帰
依
し
て
布
教
活
動
し
た
こ
と
で
、

初
期
仏
教
教
団
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
わ

れ
、
こ
の
説
法
は
初
転
法
輪
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

  

為
五
比
丘
説 

「
五
比
丘
の
為
に
説
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

い 
 

 
 

ご 
 

 

び 
 

 
 

く 
 

 

せ
つ 



不変山 永寿院 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 令和５年（2023）７月⑤ 

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二 

 

為
是
衆
生
故 

而
起
大
悲
心 

我
始
坐
道
場 

観
樹
亦
経
行 

於
三
七
日
中 

思
惟
如
是
事 

 

我
所
得
智
慧 

微
妙
最
第
一 

衆
生
諸
根
鈍 

著
楽
痴
所
盲 

如
斯
之
等
類 

云
何
而
可
度 

 

爾
時
諸
梵
王 
及
諸
天
帝
釈 

護
世
四
天
王 

及
大
自
在
天 

竝
余
諸
天
衆 

眷
属
百
千
万 

 

恭
敬
合
掌
礼 
請
我
転
法
輪 

我
即
自
思
惟 

若
但
讃
仏
乗 

衆
生
没
在
苦 

不
能
信
是
法 

 

破
法
不
信
故 

墜
於
三
悪
道 

我
寧
不
説
法 

疾
入
於
涅
槃 

尋
念
過
去
仏 

所
行
方
便
力 

我
今
所
得
道 

亦
応
説
三
乗 

作
是
思
惟
時 

十
方
仏
皆
現 

梵
音
慰
諭
我 

善
哉
釈
迦
文 

 

第
一
之
導
師 

得
是
無
上
法 
随
諸
一
切
仏 

而
用
方
便
力 

我
等
亦
皆
得 

最
妙
第
一
法 

 

為
諸
衆
生
類 

分
別
説
三
乗 

少
智
楽
小
法 

不
自
信
作
仏 

是
故
以
方
便 

分
別
説
諸
果 

 

雖
復
説
三
乗 

但
為
教
菩
薩 

舎
利
弗
当
知 

我
聞
聖
師
子 

深
浄
微
妙
音 

喜
称
南
無
仏 

 

復
作
如
是
念 

我
出
濁
悪
世 

如
諸
仏
所
説 
我
亦
随
順
行 

思
惟
是
事
已 

即
趣
波
羅
奈 

 

諸
法
寂
滅
相 

不
可
以
言
宣 

以
方
便
力
故 

為
五
比
丘
説 

是
名
転
法
輪 

便
有
涅
槃
音 

 

及
以
阿
羅
漢 

法
僧
差
別
名 

 

従
久
遠
劫
来 

讃
示
涅
槃
法 

生
死
苦
永
尽 

我
常
如
是
説 

 

舎
利
弗
当
知 

我
見
仏
子
等 

志
求
仏
道
者 

無
量
千
万
億 

 


